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Ｄ．教育に関係する問題の解決 

 

 教育水準の低下、教育制度のめまぐるしい改変、進学問題、子どもの学力の問題、教育の荒廃、登校

拒否の問題、いじめの問題など、メディアで見る限り、教育の現場は深刻の度を深めている。それらの

問題は、対象者にとっては、対岸の火事ではなく、まさに自分と子どもとが直面している現実でもある。
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Ｃ．ほとんど読まれない週刊誌 

 

 センセーショナルな話題といったら女性週刊誌である。芸能人のゴシップから、皇室の話題、事件報道

など読者の好奇心をくすぐる話題を盛りだくさんに用意した週刊誌である。漫画週刊誌を除く「週刊誌」

を月に何冊ぐらい読むかをたずねた結果を図5に示す。 

予想外のことであったが、週刊誌はほとんど読まれておらず、「ほとんど読まない」が、女性では57％

とほぼ３分の２をしめるのである。また、読んでいる人でも、「月に１－２冊」34％であって、毎週確実

に読むというような人は１割以下であった。 

男性の方が、女性より多く読んではいるが、それにしても「ほとんど読んでいない」が39％であり、「月

に１-2冊」40％であった。男女ともに週刊誌はあまり読まれなくなっているようだ。 
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Ｂ．テレビのニュース番組で関心のある領域 
 

最近のテレビのニュース番組は、ニュース番組というよりは、情報番組のようである。特集としてグ

ルメ情報を流したり、ファッションや芸能関係の特集を組んだりと多岐にわたっている。「テレビニュー





 











 

Ｅ．おしゃべりの目的とその効用 

 

私たちは、人々との会話を通して、いろいろなことを実現している。例えば、人と話をすることで、

他人と親しくなるというのは会話のもたらす効用のひとつであるし、会話を通していろいろなことを学

べるというのも効用のひとつである。図 13は、会話がもたらすと考えられる� 結家�会話の目的と会話がもたらすもの





Ⅴ．携帯電話とインターネットの利用率 

 

パーソナルなコミュニケーションをサポートするメディアは、ここ数年間で質的にも、量的にも大き

く変化している。新しいパーソナルメディアの利用は、人間関係にも影響を与えていると指摘されてい

る。 

図 14は、パーソナル・コミュニケーションをサポートする電子メディアの利用実態の結果である。女

性対象









 

Ｅ．グループと会う場所 

 

実際にどのような場所で会うことが多いのだろうか。女性では、「自宅」54％、「仲間の自宅」54％と

お互いの自宅で会って話をする機会が多いようである。「喫茶店」38％なども仲間との交際場所として活

用されている。また「公園」も 29％を占める。子どもを遊ばせる公園などで知り合った仲間なのだろう。

また「電話や携帯電話」54％、「電子メール」16％なども活用されている。 











 
Ｊ．みんなから好まれる話題の性質・・・ 
 

一般的にどのような話題が仲間と語られるのだろうか。結果を図16-9に示す。「a.肩のこらない軽い

話題」（女性78％、男性59％）、「b.みんなが盛り上がるような楽しい話」（女性76％、男性59％）と気

楽に話したり聞ける話題で、みんなが盛り上がる楽しい話題が、特に女性によって志向されていること

がわかる。また、「c.何かに役だつ、実用的な話題（女性59％、男性45％）」も男女ともに好まれている。 

しかし、「d.自分を高めてくれるような話題（女性30％、男性27％）」や「e.世間の動きについて知っ

たり、考えたりできる話題」（女性23％、男性32％）など、教養的なもの、社会的なものは必ずしも歓

迎されないらしい。また逆に「f.その場にいない人のうわさ話」（女性14％、男性17％）など、人の陰

口につながりやすい「うわさ」話も決して多いわけではない。「たまにある」も含めると多いが、いつも� ･ I � ﾘ 、「







 
Ｃ．報道されたニュースはどの程度知られているのか－直前一週間のニュースの認知－ 

 

世田谷一家惨殺のニュースは、事件の発生から２ヶ月以上もたった時点であったが、大きな衝撃を与

えたものであったので、すべての対象者が、この事件を知っていることを前提として質問を作った。予

想通り、特に「知らない」と答えた対象者はいなかった。しかし、現実のニュースは、多くの人が知っ
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３．対象者の最終学歴 

 

最終学歴は、下図に示すように、女性対象者では、中学2.0％、高校47％、専門学校17％、短大・

高専21％、大学・大学院13％であった。 

下段に示された、男性では、中学5.0％、高校36％、専門学校6.9％、短大・高専3.0％、大学・大

学院49.2



５．同居している家族の規模 

 

同居している家族の人数は、下図に示すように、本人を含めて、３人家族16％、4人家族58％、５

人家族22％、６人以上4％であった。平均すると4.14人であった。 

また、同居者している家族の種類についてたずねたところ、図には示していないが、配偶者






